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発行責任者 りょうぜん天蚕の会 会長 菅野秀一（電話・FAX 024-586-3030） 

 

【 当会の活動方針 】霊山の豊かな自然環境を活かし、野蚕である「天蚕」の育成と、

その飼育体験交流や独特の風合いをもつ萌葱
も え ぎ

色
いろ

の繭・絹糸の新たな加工や商品化によ

る地域特産品の創成をはかり、活力ある地域づくりを推進する。また、会員一丸とな

って繭の生産、新商品開発に取り組むとともに、小学校等への観察用天蚕配布、県内

外天蚕関係者との交流及び展示ＰＲ活動等を行う。 

 
春暖の候、皆様には益々ご健勝のことと存じます。平成17年2月に設立した「りょうぜん

天蚕の会」はこの度21年目を迎えました。これも偏に会員皆様の熱心な活動と設立以来伊達

市、市観光物産交流協会、大日本蚕糸会、野蚕学会、福島県関係機関のご支援の賜と厚く御

礼申し上げます。 

令和６年度の繭の収穫は山付け総数4,000粒に対し約1,000個でした。昨年、例年にない猛

暑の影響で枯れる樹木が多く見られ、また「クチブトカメムシ」が多量に発生し天蚕の生育

に大きな障害となり収穫量減量の要因となりました。圃場管理と害虫防除に対し更なる課題

が増したところです。そして6年度は当会設立20周年を迎え、10月19日「りょうぜん紅彩館」

に於いて福島県、伊達市、市議会、観光物産交流協会、宮城県、山形県の来賓並びに会員等約

40名の参集をいただき盛大に記念式典を開催いたしました。伊達市長の須田博行氏、福島県

県北農林事務所伊達農業普及所長の渡辺敏弘氏の祝辞をいただき、記念講演として信州大学

の梶浦善太教授から「天蚕飼育の現状と未来について」と題し講演いただきました。 

20周年を迎えることが出来たのは先輩諸氏の研究努力と関係団体のご指導ご協力の賜であ

り、そして会員全員の

熱心な活動があった

からこそであり重ね

て御礼申し上げます。 

今後、この20年を節

目として会員一同意

を新たに、さらなる発

展を目指し努力した

いと思います。 

皆様のご支援ご協力

をよろしくお願いい

たします。 
（会長 菅野秀一） 
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令和６年度総会開催 
3月17日(日) 午後3時より霊山町中川集落センターにおいて会員28名が出席し第20回総会を開

催した。菅野会長の挨拶に引き続き伊達市霊山総合支所の佐藤吉典支所長、福島県伊達農業普及

所の渡邊敏弘所長より祝辞をいただいた。議長に大友靖子さんを選出し５年度事業報告と一般会

計報告並びに６年度事業計画、予算案が原案通り承認された。 

事業計画には従来の活動と販路拡大の推進を確認するとともに「設立２０周年記念式典」の開催

について協議した。 

 

天蚕卵の選別と袋詰め 
3月17日(日) 総会に先立ち午後1時から25名参加し、天蚕卵4,000粒の袋詰め（約400袋）を行い

山付け作業の準備を整えた。 

    ↑ メッシュの袋に卵を１０粒入れる               伊達市霊山総合支所の佐藤吉典支所長が視察した 

 

飼育樹の剪定作業 
2月17日(土)飼育ハウスにおいて12名の会員が参加し剪定作業を行った。クヌギとカミキリムシ

等による食害が進んだエゾノキヌヤナギや樹勢の低下がある飼育樹を整理抜根した。 

クヌギの剪定                  エゾノキヌヤナギの剪定 
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防虫剤散布作業 
3月16日(土)、19日(火)の両日に防

虫剤散布作業を行った。 

防虫剤はカミキリムシによる根株

やマイマイガによる樹葉の食害を防

止するため重要である。また、剪定時

に確保した苗木を抜木したハウス内

に植樹した。    防虫剤散布作業→ 

 

 

山付け、ネット張り作業 
4月21日(日)、会員16名で山付け作業とハウ

スのネット張り作業を実施した。女性会員は

一袋に10粒入った卵を飼育樹(エゾノキヌヤ

ナギ)に4,000粒を山付けした。 

山付け 大友さん 石塚さん         

 令和6年5月2日 福島民報↑           ネット張り 高橋さん 健治郎さん 

 

天蚕生育確認と飼育樹整備作業を実施 
 6月 12 日(水)４名、16日(日)１０名で天蚕の生育状況確認と飼育樹の葉量確認を行った。 

天蚕は５令期になり営繭を始めたものも散見された。また、連日の猛暑により樹勢の劣る樹木も

多々あり、飼料不足の懸念から天蚕の移動が必要な状況も随所に見られた。このため、４月に「山

付け」をしていない幼木ハウスの樹木が適時に成長したことから移動したところである。 

天蚕生育確認 三浦さん 高嶋さん      飼育樹の葉量確認と天蚕の移動作業の皆さん 
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天蚕製品セット作り作業 
6 月 23 日(日)～28 日(金) 八島事務局長宅において会員８名で天蚕製品のセット作りを実施し

た。ストラップ、コサージュ、

リース等の部材となる「繭の切

り分け、花びら、花心、葉、テ

ープ、ピン」など 10 種類ほど

袋詰めした。天蚕まつり、20 周

年記念式典、学校総合学習教材

等に使用するセット約 500 組

を作成した。数日間笑い声が絶

えない毎日であった。     ｽﾄﾗｯﾌﾟの渡辺さん ｺｻｰｼﾞｭ、ﾘｰｽの 松浦さん、石塚さん、柳沼さん、川辺さん 

 

 

繭の収穫作業 
7月14日(日)9時より「舘ハウス」に

おいて会員20名が参加し繭の収穫作

業を行った。例年にない猛暑の影響

と「クチブトカメムシ」の被害（P.10

に参考記事）で第１次収穫数は約800個

であった。 

令和6年7月20日  

    福島民報 ↑ 

 

「天蚕まつり」を開催 
10月5日(土)～6日(日)に伊達市の阿武隈急行保原駅２階「コミニテｲーホール」で「天蚕まつり」を開催した。 

例年10月3日ごろの土日に「天蚕(テン・サン)」にちなみ開催している。 保原駅での開催は平成30年10月以来

６年ぶりであったが第一日曜日の「フリー乗車の日」と重なり大勢の乗降客で賑わった。特に宮城県丸森町から

織物の伝統保存をされている「大内佐野地織保存会」と、蚕糸の文化を継承されている 「しるくわ」の団体が来

場し熱心に見聞されていた。また、金子恵美衆議院議員もお越しになり激励の言葉をいただいた。 

コサージュ、リースづくりの大勢の来客      天蚕布製品を紹介説明する八島恭子さん 
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「天蚕の会」設立20周年記念式典を開催 
 10月19日(土) 午後3時より伊達市霊山町の「りょう

ぜん紅彩館」において当会設立20周年記念式典

を開催した。福島県、伊達市、市議会、観光物産

交流協会、宮城県、山形県の来賓並びに会員、関

係者など４０名が出席した。 

会長挨拶、八島事務局長の２０年の活動報告に

続き、伊達市長の須田博行氏、福島県県北農林事

務所伊達農業普及所長の渡辺敏弘氏の祝辞があ

った。そして設立時から長年功績があった斎藤行

應氏と奥山俊雄氏に感謝状が贈呈された。 

記念講演として信州大学の梶浦善太教授が「天蚕

飼育の現状と未来について」と題し講演した。 

菅野会長は「２０周年を迎えることが出来たのは

先輩諸氏の研究努力と関係団体のご協力の賜で

あり、そして会員全員の熱心な活動があったからで

ある」と述べた。 

式典後の懇談会では市議会議長と観光物産交

流協会長から祝辞をいただいた。アトラクションで

会員総出演で｢天蚕音頭｣を披露し喝采を浴びた。     令和6年11月10日 福島民報 ↑ 

 

りょうぜん天蚕の会設立20周年記念誌 （記念誌 １号） 
 記念式典の次第、会長・来賓の挨拶、記念講演要旨、   

 当会設立の経緯等、また｢りょうぜん天蚕の会だより｣の 

第1号から第20号までのダイジェスト等を綴った冊子(左)。 

 

がんばれ！てんちゃん （記念誌 2号） 
天蚕の卵から成虫に至るまでの生長過程を解りやすく記載

 した低学年向けのコミックイラスト冊子(右)。 

当会会員の柳沼佐奈枝さんの編集、作画です。 
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「霊山町文化祭」に天蚕品協賛展示 
11月23日(土)～24日(日)霊山町体育館で恒例の霊山町文化祭が開かれ当会の作品の展示を行い、会

員６名が説明に当たった。例年10月に開催されていたが衆議院議員選挙と重なり11月開催となった。 

開催時期の変更に伴い、来場されたお客様の中には天蚕製品を初めて目にする方もおり、非常な興

味を示された。また、芸能発表後に和服を召したご婦人方も大勢訪れ、天蚕布に関心を持たれていた。 

 

母蛾検査を実施 
11月30日(土)９時から中川集落センターにおいて会員11名で母蛾検査を実施した。伝染性病原

菌の有無を顕微鏡で検査するものである。今年の検体数は23体(昨年 17)と少数であったが疑わ

しい検体は皆無であった。 

母蛾粉砕の 松浦、恭子、利幸、三田村、時男、義治、河田さん       試験液調合の渡辺さん 

 

大阪大学「実証試験地」ネット掛け作業支援 
5月28日(火)5名、6月4日(火)6名で、浪江町の大阪大学「実証試験地」で天蚕ハウスのネット

掛け作業を行った。ここは令和5年1月19日に「クヌギ」を伐採整備した所である。 

ハウスの骨組みは現地調達の竹を活用し、約２０ｍのメッシュネット張りハウスを造築した。

パイプハウスに劣らない見事な出来映えであった。約400粒の天蚕を山付けした。 

ハウスの骨組みは竹材を利用した。 作業は三田村、吉田、菅野、島貫、八島、高橋   完成したハウス 
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掛田･小国小学校で｢養蚕｣の指導 
霊山町内の小学校で総合学習の一環として『養蚕』の講座を当会で担当している。昨年度は下記の日程で天

蚕の｢繭工芸｣｢糸づくり｣等の指導を行った。 

2月 26日(月) 小国小学校で｢繭工芸｣。会長、八島事務局長の２名対応。 

5月 21日(火) 掛田小学校で｢繭から糸づくり｣。会長、事務局長、渡邊美樹子の３名対応。 

9月 19日(木) 掛田小学校で｢繭工芸｣。会長、事務局長、渡邊美樹子の３名対応。 

10月 10日(木) 掛田小学校で｢糸つむぎ｣。会長、事務局長、渡邊美樹子の３名対応。 

「繭工芸｣では繭をハサミで切った際、出てきたサナギの姿に大騒ぎ。｢糸づくり｣は繭を予め煮解きしていた繭

からサナギを取り出し、引き延ばす事は大変である。また、真綿から糸を紡ぐのは難しいが皆真剣であった。 

2/26 小国小学校           5/21 掛田小学校          9/19 掛田小学校         10/10 掛田小学校 

 

県内外の団体が当会活動視察に来訪 
5月24日(金) 福島県史学会一行 5名が舘ハウスにおいて天

蚕の飼育状況を視察した。当会会員の村川友彦さん(左から2人

目)が史学会の会長であることから、養蚕歴史研究の一環として訪

れたもの。伊達地方は「養蚕業や製糸業など、蚕に関わる包括的

な蚕業が営まれていた」ことなど詳しい話を聞くことが出来た。 

 (会長、八島事務局長が対応した) 

9月4日(水) 喜多方市熱塩加納公民館一行 11名が中川

集落センターにおいて天蚕のコサージュ、リース作りをした。昨年

来訪した松山公民館、山都公民館に続き、班分けしての来訪とな

ったもの。萌葱色の繭に初めて触れる方が多く、天蚕に興味を示

されていた。 (会長、事務局長、八島恭子、川辺会員が対応した) 

 

12月2日(月) 郡山市の福島県ハイテクプラザ一行 3名が

中川集落センターで天蚕繭の加工、紡ぎ、繰糸、綜絖、機織り等

の技術継承について八島事務局長の説明を受けた。当プラザに

は当会設立時から協力いただいており、更なる支援を依頼した。 

(会長、事務局長、八島恭子会員が対応した) 

12月20日(金) 福島市渡利の県立新世高校一行 14名が中

川集落センターにおいて特別講座「地域社会研究C」の一環として

天蚕の「紬糸づくり」と「座繰り」を行った。地域で様々な活動に携

わる方々との交流を通してコミﾕニケーション能力の育成を図ること

を目的としたもの。難しい体験であったが楽しく作業に当たってい

た。           (会長、事務局長、八島恭子会員が対応した) 

12月22日(日) 和歌山大学の加藤久実 観光学部教授が

八島事務局長宅を訪れた。繭の加工、紡ぎ、繰糸、綜絖、機織り、

和紙漉、藍染め等、当会活動に大いに関心を寄せられた。 

先生は飯舘村の山津見神社火災の一ヶ月前に天井絵(ﾆﾎﾝｵｵｶﾐ)

の研究で詳細な写真を撮っており、奇跡的記録として復元に際し大

きな力となった。 (会長、事務局長、八島恭子会員が対応した) 
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 新会員紹介  

    

 

 

 

 

 

     高嶋 マチ子 さん    三浦 健 さん     鈴木 有美子 さん    木次 遥 さん     鈴木 麻紀 さん 

 仙台市        仙台市       川俣町        川俣町       福島市 

AITTA(ｱｲｯﾀ)           AITTA(ｱｲｯﾀ)          会社員            会社員         主 婦 

  

 

伊達市市民活動支援センター を紹介します 
市民活動支援センターは市役所梁川総合支所３階にあり、伊達市の市民活動を推進する拠点施設として、

様々な人や情報が活発に行き来し、互いに出会いと学びを得る機会を提供し、皆さんの活動を支援します。 

加藤麻子さん（左）と宮崎美紀さん（右）の２名は、市民活動に関する各種相談、情報収集や発信、企画支

援、連携促進など日々奮闘されています。 

この度、下記に添付した季刊誌「伊達市市民活動支援センター

NEWS」2024秋号に「りょうぜん天蚕の会」が紹介されました。 

 

※ 左の QR コードから支援センターHPの紹介ページにアクセス 

すると 「りょうぜん天蚕の会だより」 既刊全版を見ることができます。 
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 会員の活動スナップ  

剪定の 斎藤 島貫 柳沼 佐藤 各氏  山付け作業 鈴木さん 木次さん   ネット掛け作業 八島さん 県の藤田さん 

 

山付け、ネット掛け作業の一休み          浪江試場のネット掛け作業  完成 島貫、八島、吉田、高橋の各氏 

小国小学校繭玉工芸指導 八島    掛田小学校繭工芸 糸づくり 渡辺,八島  天蚕まつり 金子衆議院議員と八島事務長                                                                                                            

母蛾粉砕作業の河田さん他各氏 病原菌検査 三田村さん 時男さん   母蛾検査終了と 20 周年式典反省会の芋煮会        

 

霊山町文化祭 天蚕コサージュ体験コーナー  新世高校の糸づくり体験研修  天蚕まつり リースづくり指導の川辺さん 
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新聞記事  令和６年１1月１6日 福島民友                   令和7年１月１０日 福島民友 

【カミキリムシの写真は

新聞にはありません】  

【カメムシの写真は新聞にはありません】                        

                                                

                     伊達市教育委員会パンフレットより↓ 

令和６年8月１4日 福島民友  
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